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4. Single atom spectroscopy in 2D materials 
5. Exciton absorption of 2D materials 
6. Vibration spectroscopy of 2D materials 
第2節 ARPESを用いた二次元原子層材料の

電子状態
…《菅原 克明，高橋 隆，佐藤 宇史》
1. はじめに
2. 2層グラフェン層間化合物および
TMCs原子層薄膜の作製

3. 2層グラフェン層間化合物C6CaC6の電子構造
4. 原子層WSe2の電子構造
5. 原子層TiSe2の電子構造
6. 今後の展望

第3節 ラマン分光法による二次元材料の
構造・電子状態解析

…《齋藤 理一郎》
1. ラマン分光法の概略と理論的解析
2. 共鳴ラマン分光と偏光ラマン分光
3. 円偏光共鳴ラマン分光と角運動量保存則
4. 二重共鳴ラマン分光スペクトル
5. ゲート変調ラマン分光とファノ共鳴
6. 近接場を用いたラマン分光技術
7. まとめと今後の展開
第4節 LEEM
…《日比野 浩樹》
1. 低エネルギー電子顕微鏡
2. グラフェン成長の動的観察
3. 結晶方位分布解析
4. 2D物質の層数決定
5. 積層構造解析
6. おわりに
第5節 STM 
…《茂木 裕幸，吉田 昭二，重川 秀実》
1. はじめに

6. まとめと将来展望
第7節 h－BNの結晶成長
…《谷口 尚》
1. はじめに
2. 窒化ホウ素結晶の高圧合成
3. グラフェンデバイス用高品位基板などとしての
展開

4. 常圧下金属系溶媒によるh－BN結晶合成
高純度単結晶合成

5. おわりに
第8節 大面積h－BNのCVD成長
…《吾郷 浩樹，河原 憲治》
1. はじめに
2. 単層h－BNのCVD成長
3. 多層h－BNのCVD成長
4. まとめ
第9節 単結晶を基軸とする次世代原子層研究
…《笹川 崇男》
1. はじめに
2. 単結晶育成技術
3. 単結晶の高品質化と物性へのインパクト
4. 積層単結晶の原子層化で現れる
エキゾチック物性

5. おわりに
第10節 黒リン超薄膜の電子構造と物性
…《長田 俊人》
1. はじめに：黒リン結晶から黒リン原子層へ
2. 黒リンの合成と超薄膜素子の作製
3. 黒リン超薄膜の電子構造
4. 黒リン超薄膜FETの伝導特性
第11節 Ⅳ属原子シートの合成と物性
…《柚原 淳司》
1. はじめに
2. 表面合金を利用した平面スタネンの創製
3. 偏析法によるゲルマネンの創製
4. 合金薄膜を利用したプランベンの創製
5. おわりに
第12節 MXeneの合成と物性
…《大久保 將史》
1. はじめに
2. Ti系MXene 
3. Mo系MXene 
4. おわりに
第13節 分子性ナノシートの精密合成および

その物性評価
…《坂本 良太，米田 丈》
1. はじめに
2. 分子性ナノシート
3. ジチオレンナノシート
4. グラフィジイン
5. おわりに

第14節 新奇マルチディメンジョナルπ電子系
の物質設計と物性探索

…《丸山 実那，岡田 晋》
1. はじめに
2. 計算手法
3. 周期的な穴空きグラフェンネットワーク
4. 立体炭化水素からなるπ電子ネットワーク物質
5. おわりに

第15節 二次元ペロブスカイト
…《Ufuk Erkiliç，吾郷 浩樹》
【要  旨】
1. Introduction 
2. Synthesis methods of 2D perovskites 
3. TMDC-templated 2D perovskite growth 
4. Application of 2D perovskite/TMDC
heterostructure to photodetector 
5. Summary 
6. Acknowledgements 

グラフェンから広がる二次元物質の新技術と応用 うら  初校
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